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(57)【要約】
　複数のコイル素子１８、１８'及び対応する受信器２
６は、複数のチャネルを規定し、各チャネルは、対応す
る部分ｋ空間データセット６０、６４を持つ。１つ又は
複数のプロセッサ３０は、前記複数の部分ｋ空間データ
セットに基づいて第１の画像表現７６を生成８０し、前
記チャネルの各々に対して相対的感度マップ８２を生成
し、複数の再作成されたｋ空間データセット９２を生成
するように相対的感度マップ８２の各々とともに第１の
画像表現７６を投影９０し、各部分ｋ空間データ及び前
記対応する再作成されたｋ空間データセットは、置換さ
れたｋ空間データセット９６を生成するように結合され
る。前記置換されたｋ空間データセットは、最終画像１
０６を作成するように結合１０４される複数の画像１０
２に再構成１００される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気共鳴イメージングの方法において、
　複数の部分ｋ空間データセットに基づいて検査領域の第１の画像表現を生成するステッ
プであって、各データセットが少なくとも１つのチャネルと関連付けられる、ステップと
、
　複数のコイル素子の各々に対して相対的感度マップを生成するステップであって、各コ
イル素子が少なくとも１つのチャネルと関連付けられる、ステップと、
　複数の再作成されたｋ空間データセットを生成するように前記第１の画像表現及び各相
対的感度マップを投影するステップであって、各生成された再作成されたｋ空間データセ
ットが、１つの部分ｋ空間データセットに対応する、ステップと、
　置換されたｋ空間データセットを生成するように各部分ｋ空間データセット及び対応す
る再作成されたｋ空間データセットを結合するステップと、
を有する方法。
【請求項２】
　各置換されたｋ空間データセットを前記検査領域の部分画像表現に再構成するステップ
と、
　前記部分画像表現を体積表現に結合するステップと、
を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の画像表現を生成するステップが、
　前記複数の部分データセットを少なくとも１つの圧縮された部分データセットに圧縮す
るステップと、
　前記少なくとも１つの圧縮された部分データセットを前記第１の画像表現に再構成する
ステップと、
を有する、請求項１及び２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数の部分データセットが、主成分分析に基づいて前記少なくとも１つの部分デー
タセットに圧縮される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数の部分データセットが、１より多い部分データセットに圧縮され、前記再構成
が、チャネル毎の部分並列イメージングアルゴリズムに基づく、請求項３及び４のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記相対的感度マップが、前記感度マップを生成するプリスキャン又は前記第１の画像
表現の再構成中に生成された自動較正信号からの、各コイル素子に対する計算された感度
マップである、請求項１ないし５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記部分ｋ空間データセット及び前記再作成されたｋ空間データセットを結合するステ
ップが、前記再作成されたデータセットにおいて対応する又は欠けているデータからの実
際に収集されたデータを置換することを含む、請求項１ないし６のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項８】
　前記第１の画像表現を生成するステップが、
　結合された部分ｋ空間データセットを生成するように前記部分ｋ空間データセットに対
して主成分分析を実行するステップと、
　最大の固有値を持つ前記結合された部分ｋ空間データセットのサブセットを選択するス
テップと、
　部分並列画像再構成技術を使用して前記結合された部分ｋ空間データセットのサブセッ
トを前記第１の画像表現に再構成するステップと、
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を含む、請求項１ないし７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　最大の固有値を持つ前記結合された部分ｋ空間データセットのサブセットを選択するス
テップが、
　最小の固有値を持つ前記結合された部分ｋ空間データセットのサブセットを選択するス
テップと、
　最大の固有値を持つ前記結合された部分ｋ空間データセットの選択されたサブセットに
対して運動補正を実行するステップと、
　前記結合された部分ｋ空間データセットの前記運動補正されたサブセットを、最小の固
有値を持つ前記結合された部分ｋ空間データセットのサブセットと結合するステップと、
を有する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　複数のＲＦコイル素子と、
　複数のＲＦ送信器と、
　前記コイル素子の１つと各々接続された複数のＲＦ受信器と、
　勾配磁場コイルと、
　複数の部分ｋ空間データセットを生成するように前記ＲＦ送信器、前記ＲＦ受信器及び
前記勾配コントローラを制御する磁気共鳴スキャンコントローラであって、各データセッ
トが、ＲＦコイル素子及びＲＦ受信器の対応する対により規定される少なくとも１つのチ
ャネルと関連付けられる、磁気共鳴スキャンコントローラと、
　請求項１ないし９のいずれか一項に記載の方法をプログラムされたコンピュータプロセ
ッサと、
を有する磁気共鳴イメージングシステム。
【請求項１１】
　複数のチャネル、複数のｋ空間データセットを構成する磁気共鳴撮像シーケンス中の前
記チャネルからのデータを規定する複数のコイル素子及び対応する受信器と、
　　前記複数のｋ空間データセットに基づいて検査領域の第１の画像表現を生成し、
　　前記チャネルの各々に対して相対的感度マップを生成し、
　　対応する複数の再作成されたｋ空間データセットを生成するように前記相対的感度マ
ップの各々を持つ前記第１の画像表現を投影し、
　　対応する複数の再作成されたｋ空間データセットを生成するように前記相対的感度マ
ップの各々とともに前記第１の画像表現を投影し、
　　置換されたｋ空間データセットを生成するように各部分ｋ空間データセット及び前記
対応する再構成されたｋ空間データセットを結合する、
　ようにプログラムされた１つ又は複数のプロセッサと、
を有する磁気共鳴イメージングシステム。
【請求項１２】
　各置換ｋ空間データセットを前記検査領域の部分画像表現に再構成すること、及び
　前記部分画像表現を体積表現に結合すること、
を更に含む、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第１の画像表現を生成するステップが、
　前記複数の部分データセットを少なくとも１つの圧縮された部分データセットに圧縮す
ることと、
　前記少なくとも１つの圧縮された部分データセットを前記第１の画像表現に再構成する
ことと、
を含む、請求項１１及び１２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記複数の部分データセットが、主成分分析に基づいて前記少なくとも１つの部分デー
タセットに圧縮される、請求項１３に記載の装置。
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【請求項１５】
　前記複数の部分データセットが、１より多い部分データセットに圧縮され、前記再構成
が、チャネル毎の部分並列イメージングアルゴリズムに基づく、請求項１３及び１４のい
ずれか一項に記載の装置。
【請求項１６】
　前記相対的感度マップが、前記感度マップを生成するプリスキャン又は前記第１の画像
表現の再構成中に生成された自動較正信号からの、各コイル素子に対する計算された感度
マップである、請求項１１ないし１５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１７】
　前記部分ｋ空間データセット及び前記再作成されたｋ空間データセットを結合すること
が、前記再作成されたデータセットにおいて対応する又は欠けているデータに対して前記
部分ｋ空間データセットからの実際に収集されたデータを置換することを含む、請求項１
１ないし１６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１８】
　前記第１の画像表現を生成することが、
　結合された部分ｋ空間データセットを生成するように前記部分ｋ空間データセットに対
して主成分分析を実行することと、
　最大の固有値を持つ前記結合された部分ｋ空間データセットのサブセットを選択するこ
とと、
　部分並列画像再構成技術を使用して前記結合された部分ｋ空間データセットのサブセッ
トを前記第１の画像表現に再構成することと、
を含む、請求項１１ないし１７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１９】
　前記最大の固有値を持つ結合された部分ｋ空間データセットのサブセットを選択するス
テップが、
　最小の固有値を持つ前記結合された部分ｋ空間データセットのサブセットを選択するス
テップと、
　前記最大の固有値を持つ結合された部分ｋ空間データセットの選択されたサブセットに
対して運動補正を実行するステップと、
　前記結合された部分ｋ空間データセットの運動補正されたサブセットを前記最小の固有
値を持つ結合された部分ｋ空間データセットのサブセットと結合するステップと、
を有する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　部分ｋ空間データの複数のチャネルを生成する画像再構成システムにおける１つ又は複
数のプロセッサにおいて、
　前記部分ｋ空間データセットを、より少数のチャネルに圧縮し、
　１つ又は複数の前記圧縮されたチャネルから仮想コイル画像を生成し、
　仮想コイル画像を生成するように前記圧縮されたチャネルのｋ空間データ値にチャネル
毎の再構成アルゴリズムを適用し、
　元のチャネルの相対的感度マップを計算し、
　各元のチャネルに対応する再作成された感度マップを生成するように前記相対的感度マ
ップを使用して前記仮想複合コイル画像を投影し、
　置換されたｋ空間データセットを生成するように前記部分ｋ空間データセットからの取
得されたデータを前記対応する再作成されたｋ空間データセット内に挿入し、
　前記複数の再作成されたｋ空間データセットを再構成及び結合する、
ようにプログラムされた１つ又は複数のプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、磁気共鳴分野に関する。これは、並列撮像方法において採用されるチャネル
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毎（channel-by-channel）再構成アルゴリズムにおいて特定の応用を見つける。
【背景技術】
【０００２】
　ボリュームコイル及び大きな表面コイル上で信号対雑音比（ＳＮＲ）を改善するための
磁気共鳴（ＭＲ）システムにおけるマルチコイルアレイの導入は、前記システムに含まれ
る複数のチャネル受信器の導入につながる。最近になって、部分並列イメージング（ＰＰ
Ｉ）技術の成功は、より高い加速計数及びより広いカバレージを持つ並列イメージングを
可能にするように、より多数の受信器チャネルを持つＭＲＩシステムを開発するように産
業を駆動している。これらの技術は、通常は勾配を使用して実行される空間符号化を部分
的に置き換えるのにアレイのコンポーネントコイルに含まれる空間情報を使用し、これに
より撮像時間を大幅に減少させる。
【０００３】
　３２以上の受信器チャネルを持つ市販のＭＲＩシステムは、日常的な臨床用途に対して
評判が良くなっている。チャネルの数の増加とともに、再構成に要する計算時間は、大幅
に増加している。部分フーリエおよびｋ－ｔＦＯＣＵＳＳのような単一チャネル情報を使
用する再構成アルゴリズムに対して、再構成時間は、チャネルカウントに対して線形に増
加する。一般化自動較正部分並列取得（ＧＲＡＰＰＡ）及びデータコンボリューション及
び結合演算（ＣＯＣＯＡ）のような、チャネル毎のＰＰＩ再構成技術に対して、再構成時
間は、二次で増加する。したがって、３２チャネルコイルを用いる再構成は、８チャネル
コイルより１６倍長くかかることができ、これは、リアルタイム及び高スループットの撮
像を難しくする。
【０００４】
　最終画像品質を大幅に劣化させることなしに再構成時間を減少させるために、２つの異
なるセットのチャネル減少技術が提案されている。１つのセットの技術、チャネル圧縮は
、第一に主成分分析（ＰＣＡ）を使用して元のチャネルをより少数のチャネルに線形結合
することにより再構成時間を減少させる。これらの結合されたチャネルのうち、最大の固
有値を持つものが、再構成に使用される。チャネル圧縮の度合は、大幅な信号損失を避け
る必要性により制限される。例えば、圧縮されたチャネルの数が、３２チャネルの心臓コ
イルに対して１２より少ない場合、画像品質は犠牲になる。
【０００５】
　他方のセットの技術は、全ての元のチャネルを使用して１つの仮想的な複合チャネルの
みを再構成する。このセットの技術は、直接仮想コイル（ＤＶＣ）再構成及び合成ターゲ
ット（ＳＴ）再構成を含む。１つの仮想チャネルのみが再構成されるので、再構成時間は
、大幅に減少されることができる。しかしながら、これらの技術、ＤＶＣ及びＳＴは、最
適な較正信号を生成するように位相規定を効率的に最適化する技術の欠如に苦しむ。正確
な較正信号なしで、最終再構成は、大幅に妥協される又はダメージを受ける。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本出願は、上記の問題等を克服する新しい改善された方法及びシステムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一態様によると、磁気共鳴イメージングの方法が提供される。検査領域の第１の画像表
現は、複数の部分ｋ空間データセットに基づいて生成される。各データは、少なくとも１
つのチャネルと関連付けられる。相対的感度マップは、複数のコイル素子の各々に対して
生成され、各コイル素子は、少なくとも１つのチャネルと関連付けられる。前記第１の画
像表現及び各相対的感度マップは、複数の再作成されたｋ空間データセットを生成するよ
うに投影される。各再作成されたｋ空間データセットは、前記部分ｋ空間データセットの
１つに対応する。前記部分ｋ空間データセットの各々は、置換された（substituted）ｋ
空間データセットを生成するように前記対応する再作成されたｋ空間データセットと結合
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される。
【０００８】
　他の態様によると、コンピュータ可読媒体は、先行する段落の方法を実行するように１
つ又は複数のプロセッサを制御するソフトウェアを持つ。
【０００９】
　他の態様によると、磁気共鳴イメージングシステムは、複数のチャネルを規定する複数
のコイル素子及び対応する受信器を含む。磁気共鳴イメージングシーケンスの間に生成さ
れる前記チャネルからのデータは、複数の部分ｋ空間データセットを構成する。１つ又は
複数のプロセッサは、前記複数の部分ｋ空間データセットに基づいて検査領域の第１の画
像表現を生成するようにプログラムされる。相対的感度マップは、前記チャネルの各々に
対して生成される。前記相対的感度マップの各々を持つ前記第１の画像表現は、対応する
複数の再作成されたｋ空間データセットを生成するように投影される。各部分ｋ空間デー
タセット及び前記対応する再作成されたｋ空間データセットは、置換されたｋ空間データ
セットを生成するように結合される。
【００１０】
　他の態様によると、部分ｋ空間データの複数の元のチャネルを生成する画像再構成シス
テムは、１つ又は複数のプロセッサを含む。前記１つ又は複数のプロセッサは、前記ｋ空
間データの複数の元のチャネルをより少数の圧縮されたチャネルに圧縮するようにプログ
ラムされる。チャネル毎の再構成アルゴリズムは、仮想コイル画像を生成するように１つ
又は複数の前記圧縮されたチャネルの部分ｋ空間データに適用される。相対的感度マップ
は、前記元の又は圧縮されたチャネルの各々に対して計算される。仮想複合画像コイルは
、各元の又は圧縮されたチャネルに対応する再作成された感度マップを生成するように前
記相対的感度マップを使用して投影される。前記元の又は圧縮されたチャネルの各々の部
分ｋ空間データからの取得されたデータは、置換されたｋ空間データセットを生成するよ
うに前記対応する再作成されたｋ空間データセットの各々に挿入される。前記再作成され
たｋ空間データセットは、最終画像を生成するように再構成及び結合される。
【００１１】
　１つの利点は、再構成時間が減少されることにある。
【００１２】
　他の利点は、部分並列イメージング技術における画像劣化が減少されることにある。
【００１３】
　本発明の更に他の利点は、以下の詳細な説明を読み、理解すると当業者に理解される。
【００１４】
　本発明は、様々なコンポーネント及びコンポーネントの配置並びに様々なステップ及び
ステップの配置の形を取りうる。図面は、好適な実施例を説明する目的のみであり、本発
明を限定すると解釈されるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】磁気共鳴システムの概略図である。
【図２】画像再構成プロセスを詳述するフローチャートである。
【図３】運動補正プロセスを説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１を参照すると、磁気共鳴イメージングシステム１０は、検査領域１４を通る時間的
に一様なＢ0磁場を生成する主磁石１２を含む。前記主磁石は、環状若しくはボア型磁石
、Ｃ形状オープン磁石、又はオープン磁石の他の設計等であることができる。前記主磁石
に隣接して配置された勾配磁場コイル１６は、前記Ｂ0磁場に対して選択された軸に沿っ
て磁場勾配を生成するように機能する。
【００１７】
　全身無線周波数コイルのような、無線周波数（ＲＦ）コイルアレイは、前記検査領域に
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隣接して配置される。前記ＲＦコイルアレイは、複数の個別のＲＦコイル素子１８を含む
か、又は終端リングＲＦコイル構造により相互接続された複数の素子１８を持つバードケ
イジ型コイルであってもよい。前記ＲＦコイルアレイは、対象の整列した双極子において
磁気共鳴を励起する無線周波数パルスを生成する。一部の実施例において、無線周波数コ
イルアセンブリ１８は、撮像領域から生じる磁気共鳴信号を検出するようにも機能する。
他の実施例において、局所又は表面ＲＦコイル１８'は、より高感度な局所化された空間
符号化、励起及び磁気共鳴信号の受信に対して前記全身ＲＦコイルに加えて又は代わりに
設けられる。個別のＲＦコイル１８は、一緒に、単一のコイルとして、複数の独立したコ
イル要素として、並列送信システムのようなアレイとして、又は組み合わせとして機能す
ることができる。
【００１８】
　スキャンコントローラ２０は、選択された磁気共鳴イメージング又は分光法シーケンス
に適切でありうるように、前記撮像領域にわたり選択された位相エンコード勾配を前記勾
配コイルに印加させる勾配コントローラ２２を制御する。スキャンコントローラ２０は、
磁気共鳴励起及び操作Ｂ1パルスを前記全身又は局所ＲＦコイルに生成させるＲＦ送信器
２４をも制御する。前記スキャンコントローラは、磁気共鳴信号を受信するように、ＲＦ
コイル１８、及び／又は検査領域１４内に配置された専用受信コイル１８'に接続された
ＲＦ受信器２６をも制御する。並列システムにおいて、ＲＦ受信器２６は、複数の受信器
又は複数の受信チャネルを持つ単一の受信器を含み、各受信チャネルは、前記アセンブリ
の少なくとも１つの対応するコイル素子１８に動作可能に接続される。例えば、３５の送
信器を持つ３２のコイル素子は、３２の送信チャネル及び３２の受信チャネルを規定する
ことができる３２の対応する受信器を持つ３２のコイル素子を提供することができる。
【００１９】
　前記受信器チャネルからの受信されたデータは、一時的にデータバッファ２８に記憶さ
れ、磁気共鳴データプロセッサ３０により処理される。前記磁気共鳴データプロセッサは
、画像再構成、磁気共鳴分光処理、及びカテーテル又は介入機器位置特定等を含む、当技
術分野において既知である様々な機能を実行することができる。再構成された磁気共鳴画
像、分光リードアウト、介入機器位置情報、及び他の処理されたＭＲデータは、グラフィ
ックユーザインタフェース３２上に表示される。グラフィックユーザインタフェース３２
は、臨床医がスキャンシーケンス及びプロトコル等を選択するようにスキャンコントロー
ラを制御するのに使用することができるユーザ入力装置をも含む。
【００２０】
　ｋ－ｔＦＯＣａｌ未決定系解法（ｋ－ｔＦＯＣＵＳＳ）のような単一のチャネル及び一
般化自動較正部分並列取得（ＧＲＡＰＰＡ）、データコンボリューション及び結合演算（
ＣＯＣＯＡ）、直接仮想コイル（ＤＶＣ）、合成ターゲット（ＳＴ）、又は連続コンボリ
ューション演算に基づく並列再構成（ＢＯＳＣＯ）等のようなチャネル毎の再構成技術は
、並列イメージング（ＰＩ）及び部分並列イメージング（ＰＰＩ）技術の速度を改善する
ように開発されている。前記技術は、典型的には勾配コイル１６を用いて勾配コントロー
ラ２２により決定される空間符号化情報を、前記ＲＦコイルアレイに含まれる空間情報で
置き換えることを含み、例えば位置、向き、サイズ及び形状のような各コイル素子の特徴
が、前記受信されたＭＲ信号に組み込まれる。
【００２１】
　部分並列イメージング技術において、取得された位相符号化ラインの一部のみが、従来
の並列取得と比較される。上述の再構成技術の１つは、欠けているデータを再構成するよ
うに前記取得されたデータセットに適用され、結果としてフルｋ空間データセット及びフ
ルＦＯＶ画像を生じる。これらＰＩ及びＰＰＩ再構成技術等の問題は、ＲＦ受信器２６チ
ャネルの数が増加し、したがって再構成時間を増加することである。ｋ－ｔＦＯＣＵＳＳ
のような単一チャネル技術において、再構成時間は、各チャネルカウントに対して線形に
増加する。ＧＲＡＰＰＡ及びＣＯＣＯＡのようなチャネル毎の技術に対して、再構成時間
は、二次で増加する。例えば、３２チャネルコイルアレイは、８チャネルコイルアレイよ
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り１６倍長くかかりうる。
【００２２】
　磁気共鳴データプロセッサ３０は、図２と併せて説明される前記方法を実行するように
プログラムされた１つ又は複数のプロセッサを含む。概説するならば、磁気共鳴データプ
ロセッサ３０は、再構成されるべきチャネルの数を減少させるように前記受信チャネルの
一部又は全てを圧縮又は結合するチャネル圧縮ユニット４０を含み、これは処理時間を減
少させる。しかしながら、前記チャネル圧縮ユニットにより生成される画像又は基本デー
タは、典型的には誤差又はアーチファクトを被る。相対的感度マップ生成器４２は、前記
受信チャネルの各々の相対的感度を示す相対的感度マップを決定する。これは、典型的に
は前記感度マップを用いて生成される自動較正信号（ＡＣＳ）を使用することにより容易
化されることができる。例えば、一部の再構成技術において、直流又はＤＣ成分は、前記
相対的感度マップを生成する基礎として使用されることができる。前記相対的感度マップ
は、例えば欠けているデータ点に対して元の無圧縮データを代わりに使用することにより
、前記圧縮プロセスにおいて失われた情報を補正するように前記チャネル圧縮ユニットか
らのｋ空間又は画像空間データを補正するのに前記相対的感度マップを使用するデータ補
正／拡張ユニット４４により使用される。例えば、前記データ補正／拡張ユニットは、前
記チャネル圧縮ユニットからの減少された数のチャネルを元の数の受信チャネル又は少な
くともより多数の受信チャネルに拡張することができる。最終再構成ユニット４６は、画
像メモリ４８に記憶される画像表現に前記補正／拡張されたデータを再構成する。
【００２３】
　図２を参照すると、元のＮのチャネルのデータ、例えばＮ＝３２，は、Ｎ'のチャネル
、例えばＮ'＝２４の結合されたデータ６４を生成するように主成分分析（ＰＣＡ）ユニ
ット、ルーチン又は手段６６により処理される。ユニット、ルーチン又は手段６６は、前
記チャネルのサブセットを選択する。例えば、最大の固有値を持つＭのチャネルが選択さ
れる。例えば、元の３２のチャネルは、１２のチャネル、６のチャネル、及び一部の実施
例において１つのチャネルに減少されることができる。これは、結果としてＭの部分ｋ空
間ソースチャネル６８を生じる。前記Ｍの部分ｋ空間ソースチャネルは、仮想複合コイル
からの入力と見なされることができる。
【００２４】
　ｋ－ｔＦＯＣＵＳＳ又はＧＲＡＰＰＡ又は他の部分並列再構成技術は、マルチチャネル
再構成ユニット、ルーチン又は手段７０により実施される。並列再構成ユニット、ルーチ
ン又は手段７０は、フルｋ空間データセットを作成するように前記Ｍのソースチャネルか
らのデータを結合、内挿及び外挿するユニット、ルーチン又は手段７２を含む。前記フル
ｋ空間データセットは、再構成ユニット、ルーチン又は手段７４により、Ｍ'のフル画像
７６に再構成される。Ｍ'は、Ｍと同じであることができ、又は二段圧縮に対して、Ｍ'は
、Ｍより小さいことができる。例えば、３２の元の受信チャネルは、データ処理時間を減
少させるように１２のソースチャネルに圧縮され、８のチャネル又は８の画像に再構成さ
れることができる。例えば、ｋ空間データラインの数及び／又は各ｋ空間データライン内
のデータ点の数は、数学的演算の数を減少させるように減少されることができる。
【００２５】
　計算ユニット、ルーチン又は手段８０は、Ｎ'の結合されたデータチャネルに対して相
対的感度マップを生成する。前記相対的感度マップは、Ｎの相対的感度マップ８２を決定
するのに基準点として各感度マップのＤＣ成分を使用して各コイル素子に対するセットア
ップ中に以前に生成された感度マップから計算されることができる。代替実施例において
、Ｎの相対的感度マップは、元のＮのチャネルから生成される。
【００２６】
　フーリエ変換／投影器ユニット、ルーチン又は手段９０は、前記Ｎ'のチャネルに対応
する、Ｎ'の再作成されたｋ空間データセット９２を生成するようにＮ'の相対的感度マッ
プ８２の各々により各点乗算されたＭ'のフル画像のフーリエ変換に対して前記Ｎ'の相対
的感度マップを使用する。結合ユニット、ルーチン又は手段９４は、前記Ｎ'の結合され
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のと結合する。より具体的には、再作成されたｋ空間データセット９２の各々において、
対応するチャネルから実際に利用可能であるデータ値が、対応する再作成されたデータ値
に対して置換される。場合によっては、前記再作成されたｋ空間データセットは、欠けて
いるかもしれない。ｋのように、Ｎ'の置換されたフルｋ空間データセット９６が、生成
される。
【００２７】
　再構成ユニット、ルーチン又は手段１００は、Ｎ'の部分画像を生成するように前記Ｎ'
の置換されたｋ空間データセットの各々を再構成する。画像結合ユニット、ルーチン又は
手段１０４は、フル画像１０６を生成するように前記Ｎ'のｋ空間データセットを結合す
る。
【００２８】
　図３を参照すると、ｋ空間信号の一部が、モーションアーチファクトを受けている場合
、前記相対的感度マップは、同様にアーチファクトを受けていることができる。この結果
、運動補正技術を使用することが有利である。元のＮチャネルデータ６０は、Ｎ'のチャ
ネルの結合されたデータ６４'を生成するように主成分分析ユニット、ルーチン又は手段
６２で処理される。代わりに、Ｎ'の結合されたチャネルが、開始点として使用される。
【００２９】
　ユニット、ルーチン又は手段１１０は、大きな固有値を持つＰのソースチャネル１１２
を生成するように、最大の固有値を持つ前記結合されたチャネルのＰのチャネル、すなわ
ちモーションアーチファクトの大多数を持つチャネルを選択する。ＣＯＣＯＡユニット、
ルーチン又は手段１１４は、Ｐの運動補正されたｋ空間データセット１１６を生成するよ
うにチャネル毎のｋ空間コンボリューションを使用するデータコンボリューション又は結
合演算運動補正技術を使用する。その一方で、小さい固有ベクトルを持つＮ'－Ｐのチャ
ネル１１８は、あまりモーションアーチファクトを受けておらず、信頼できない相対的感
度マップを持ち、したがって、運動に対して補正されない。結合ユニット、ルーチン又は
手段１２０は、Ｎ'のチャネル１２２を生成するようにＰの運動補正されたチャネル１１
６を、小さい固有ベクトルを持つＮ'－Ｐのチャネルと結合する。最小の固有値を持つこ
れらの結合されたチャネルは、追加の処理（１２０）なしで最終再構成（１００）におい
て直接的に使用されることができる。
【００３０】
　ユニット、ルーチン又は手段１２４は、図２の方法を実行する。ユニット、ルーチン又
は手段１２４は、情報のほとんどを少数のチャネルに圧縮するようにチャネル結合を実行
する。１つ又は少数の前記圧縮されたチャネルは、仮想コイルを生成するのに使用され、
結合されたチャネルの数は、コイル幾何構成及び関心領域により決定される。チャネル毎
の再構成アルゴリズムは、前記仮想コイルを構成するように一つずつ前記圧縮されたチャ
ネルに適用される。これらの圧縮されたチャネルの再構成は、仮想複合コイルフル画像７
６を生成するように一緒に結合される。個別のチャネルの相対的感度マップ８２が、計算
される。仮想的複合コイル画像７６の再構成は、取得されたデータの全てを再作成された
ｋ空間データセットに挿入９４するように、フーリエ変換され、各個別のチャネルに対し
てｋ空間に逆投影９０される。最終画像１６０は、全てのチャネルから再構成された画像
１０２の結合１０４である。
【００３１】
　本発明は、好適な実施例を参照して説明されている。修正例及び変更例は、先行する詳
細な説明を読み、理解すると他者が思いつきうる。本発明が、添付の請求項又は同等物の
範囲に入る限り全てのこのような修正例及び変更例を含むと解釈されることが意図される
。
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